
「近代科学の父」

ガリレオ・ガリレイ（1564～1642年） 科学者

５年生は、振り子のきまりを調べるための実験を３つ行いました（振り子の長さ、お

もりの重さ、振れ幅の３つの中から１つだけ条件を変え、残りの２つの条件は変えま

せん）。４００年以上も前に、このきまりを発見したのが、ガリレイだと言われていま

す。学生の頃、ピサの寺院の天井からつるされているランプ（灯ろう）の揺れる様子を

見たことがきっかけです。身近に見られる現象から生まれた疑問を、実験で確かめた

ガリレイは大変素晴らしいですね☆

← 実験結果、そこか

ら分かったことが記

述されています。さ

らに、注意事項も書

き加えられていて、

とても良いです！

～実験の様子と児童の記録～

↑ 「どのような関わりがありますか？」

と聞き返しを行い、児童の思考を具体

化します。

↑ 確かに 30 °の場合、１往復する時
間の平均が 10 °・20 °と比べると、
0.01 秒長い。これをどう捉えるか。
次の時間が楽しみですね。


